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平成29年　1月　3日（火）　　　　　　　　　　司会：本川　沙織　記録：石橋　清香
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出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・1/16からベッドマットレス消毒が開始となります。スケジュールについては勤務表が挟んであるファイルに入っているので各自確認して下さい。
・胃管チューブ交換や膀胱留置カテーテル交換ですが、平日に組み込んでいきます。万が一土日に組み込んでいた場合には平日にずらして交換して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・高橋　礼子様～定期薬に変更あり、エビリファイ(6)2T/2×朝・夕が中止となっています。

・五十嵐　恵子様～定期薬に変更あり、グラマリール(25)6T/3×1が中止となっています。

・百澤　豊子様～プセシド(40)1T/1×昼が追加処方となっています。

・福田　りわ様～レボトミン(5)1Tから2Tへ追加処方となっています。また、本日未消化の酸臭便中等量みられています。引き続き観察をお願いします。

・中村　なみゑ様～本人よりパン禁止の希望あり。本日より禁止となっています。持参さ　　

れていた鎮痛消炎剤がなくなる為、同じものを使用したいと本人と家族様希望ありましたが、薬剤師へ確認し、成分は違うが鎮痛消炎剤（ナパゲルン軟膏）はあること確認しています。家族様へ伝えると、ナパゲルン軟膏での塗布でよいとのことです。

　　　　　　　　　　ご家族様より依頼あり、LTプランB→Dへ変更しています。家族洗濯となりますので、定期的に着替えお願いします。

・金田　勇治様～自歯がほとんどなく誤嚥の危険性ある為、パン禁止となっています。

・大久保　健作様～誤嚥の危険性ある為、パン禁止となっています。

・神久保　サタ様～頭痛の訴えあり、予測指示のザルトプロペン(8)1T服用しています。

・山下　ふよ様～右唇上下にヘルペスがあり、本人いじってしまい悪化傾向ですが、本人より軟膏塗布を拒否しています。引き続き経過観察していきましょう。

・赤坂　こと様～数日間準夜帯不眠、1時～2時の間で就寝され7時前には起床しており寝不足が続き集中力がなくボーっとしていることが多く、日中での失禁もみられています。自室にて休むよう促すも休まれず、口腔ケア物品への執着みられており都度介入しています。また、北城様が本人へ干渉すること多く疲労感訴えられています。所在の確認と睡眠状態の観察をしていきましょう。

・五十嵐　恵子様～右大腿転子骨折の為、明朝、ソーシャルワーカーが日赤へ受診予約することとなっています。受診日・時間が決まりましたら、ソーシャルワーカーより連絡ありますので、ご家族様へ連絡して下さい。医事へ入院証明書作成依頼して下さい。ご家族様はいつでも可能とのことでした。日直医伊藤Ｄｒより、情報提供書作成して頂いています。

＜要注目患者様＞

· 中川原　一夫様～バイタルサイン異常、酸素飽和濃度の低下なく経過されています。

　　　　　　　　　また昨日に引き続き鮮血中等量みられています。

・五十嵐　恵子様～右大腿部の腫脹・内出血継続しており、ベッドからの起き上がりやトイレ誘導は自力で出来ないため介助しています。本日両大腿部のレントゲン撮影施行し、右大腿転子骨折との診断です。なるべく安静臥床の指示あります。

・堀込　孫四郎様～日中の排尿40ｇ。バイタルサイン異常、酸素飽和濃度の低下なく経過されています。経管栄養トラブルなく経過しています。本日排便困難５日目、日直医伊藤Ｄｒより臨時指示にてシンラック液服用指示あります。引き続き全身状態の観察をしていき、体位変換を行いながら、褥瘡悪化を予防していきましょう。

・岩舘　邦子様～バイタルサイン異常、酸素飽和濃度の低下なく経過されています。痰が

らみあり、適宜、吸引施行しています。本日排便困難６日目、日直医伊藤Ｄｒより臨時指示にてグリセリン浣腸60mℓ指示あり施行。引き続き全身状態の観察を行っていきましょう。

・小澤田　明彦様～今朝37.4℃、13時に37.6の発熱みられています。酸素飽和濃度低下はありません。食事は介助にて全量摂取できむせこみもありません。引き続き、全身状態の観察を行い、食事などむせこみがないよう注意していきましょう。

